
  
  

 

【 県 内 初 】空き家を活用したセーフティネット住宅が登録されました 

 
 

平成２９年１０月２５日に開始された「新たな住宅セーフティネット制度」に基づき、県内で

初めて「セーフティネット住宅」が登録されました。 

 

登録された住宅（所在地：仙台市太白区）の詳細は、「セーフティネット住宅情報提供

システム」http://www.safetynet-jutaku.jp/guest/index.php でご覧いただけます。 

このサイトでは、全国のセーフティネット住宅の情報や制度の概要等をどなたでもご

覧いただけます。 

  

新たな住宅セーフティネット制度の背景と概要 

（１） 新たな住宅セーフティネット制度の背景 

単身高齢者等、住宅の確保に特に配慮を要する方（※）は今後も増加が見込まれる

ものの、家賃滞納や孤独死などへの不安から、民間賃貸住宅への入居を断られるよう

なケースも見受けられます。 

一方で、民間の空き家は増加しており、これらを住宅確保要配慮者向け賃貸住宅と

して活用しようとするものです。 

※高齢者、障害者、子育て世帯などで、住宅確保要配慮者といいます。 

（２）住宅確保要配慮者向け賃貸住宅の登録制度 

賃貸住宅の大家さん等は、住宅確保要配慮者の入居を拒まない住宅（セーフティネ

ット住宅）として、宮城県（仙台市内は同市）に空き家等を登録することができます。

登録された住宅の情報を「セーフティネット住宅情報提供システム」で公開すること

により、住宅確保要配慮者の方の入居円滑化を図ろうとする制度です。 

 

 
新たな住宅セーフティネット制度のイメージ 

（※セーフティネット住宅情報提供システムから転用） 
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